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中 国 の 学 前 教 育 に お け る 歴 史 的 考 察

1904 年 以 前 を 中 心 に

　　　　　　 華　　暘

　　　 （日本福祉大学大学院）

は じ めに

　本報告で は、中国の 最初の 幼稚園 と言われて い る蒙

養院が 開設され た 1904 年以前に焦点 を あて 、中国の

学前教育（乳 幼児保育）の 底流に あ る児童観、児童像 が

どの よ うに 形成 され 、それ が学前教育（保 育）の 中に ど

の よ うに 反 映され て い るか に つ い て 明 らか に する。

1 ，古代王 宮貴族 の 乳幼児教育機関の 原型

　　　一　『礼記
・内則』の 「孺子 室」

一

　紀元前 11 世紀 に、中国の 西周王宮内と各諸侯 の 宮

廷内で 乳幼児の 教育機関の 原形 が あ り、当時 「孺子 室」

と呼ばれて い た。それは西周王の 皇太子 と各諸侯 の 嫡

子 た ちの た め に もっ ぱ ら設 立 され た もの で あ っ た 。 『礼

記 ・内則』に よ る と、皇太 子 あ る い は嫡 子 は 出 生 した

3 日後す ぐ 「孺子 室」に入 られ る 。 西周 王 と各諸侯は衆

妾と傅御の 人た ちの 中か ら、「心 ひ ろ く、恵み ぶか く、

温良で、恭 しく、慎み深 くて多弁 で ない 」者を選び求め

て、第
一

の 人 を皇太子 と嫡子 の 教師 と し、第二 の 人 を

慈母 と称 し、第三 の 人 を保 母 と称 して 「孺子 室」に置 い

て い た。 大注釈家で ある後漢代 の 鄭 玄 （127〜200）は彼

女た ち の 任務を次の ように解説 して い る。教師は皇太

子 と嫡子たちに 善良の 道理 を教え る こ と。慈母 は皇太

子 と嫡 子 た ち の 嗜欲 を了 解す る こ と。保母 は 皇太子 、

嫡子 たちの 日常生 活に お け る飲食の 管理 を行 うこ と。

それ以外に、「士 jの妻、 妾たちから乳母を選び、皇太

子 、嫡子たちに 乳を与 え た 。 教師、慈母 、保母、乳母

の 4 種類の 女性たちは「四賢」と称 され て い た。彼女た

ちは 、「孺子室 」内 に住 み 、分 担 を 決 め て協力 し合 い 、

共 に 皇太子、嫡子の 保育、教養 の 責任 を 引 き受 け て い

た。

　西周王 宮 と各 諸侯の 宮廷内に ある乳幼児 の 教育機関

で は 専門の 保育員が い る だけで は なく、乳幼児 の 年齢

に適 応 した 王 宮貴族に お ける道徳、行 為 規範の 内容 が

制定 され て い た。『礼 記 ・内則』の 中に 次 の よ うに述べ

て い る。

　 「子が 自分で 物 を食 うこ とが で きるよ うにな っ た ら．右 手 で

事 をする よ うに 教え、物を言 うこ とがで きるよ うになっ た ら、

男 に は唯 とい う返辞．女には 兪 とい う返 辞を教 え、ま た男に は

なめ し皮の 袋 を佩ぴ させ 、女に は絹 の 袋を佩 び させ る。生まれ

て 6 年に な っ た ら、数 と方角の 名 を教 える。7 年に な つ た ら、

男 女 を
一

っ の 席に座 らせ ず、一つ の 器 か ら食い 物を取 らせ ない 。

8年 に な っ た ら．教 えて、家や室 に 出入 りす る・とき、席に就 く

とき、飲食 をす る ときな ど、必ず 目上や 年上 に 先を 譲る よ うに

させ る。 9年 に なっ た ら、（暦法 の）日の 数え 方を教 え る。十年

に な っ た ら、家を出て 外 の 教師 に 就 き、宿舎 に住 ん で 読み 書 き

や 計 算を学ぶ が、衣服 に は絹 の 肌着や 袴 な どを用 い な い 。」

出典 ： 富山房編輯部編輯 『漢文 大系 第 17 巻 礼記 中』富山房

　 　 出版仕、・1992年、451頁〜452 頁

　こ れ に よれば、西周王 宮に お け る 「孺子 室 」の 教養内

容 は、  生活能力 の 育成、  道徳行為の 育成、  自然

に 関す る常識、簡単な数お よび 時間の 概念 な どの 知識

の 伝授等をす るこ とで あ っ た。

　冉苒氏は、「中国古代初期無嬰幼児教育機構説質疑」

論 で 、西 周 王宮 に 「孺子室」は個別 の 乳幼児を育 て る機

関 か、多数 の 乳幼児を集団 で育て る機関 か につ い て、

軽率 に 断定 は で きない と述 べ て い る。し か し、「孺 子 室 」

は 組織、保育内容、保育員の 配置などか ら見 る と、古

代の
一

般的家庭教育とは異な り、少なく とも、乳幼児

の 教育機関 の 原形 で ある と指摘 して い る。

　西 周 の 「孺子 室」は、王 様 と各諸侯 の 子 ど もたちため

に作られ た もの で ある 。

一
方、当時 の 王 様 と各諸侯以

外の 上 層部に あ る家庭、お よび
一

般 民 衆の 子 どもの 乳

幼児機関 につ い て はまた 明 らか に な っ て い ない。しか

し、「孺子 室」の 教養内容は西周期 以 降の 知識層（
一

部分

とは い え）にお け る家庭教育 に影響を及 ぼ して い た 。

2．近 代以 前 における学前期教育

　　　一 知識 人 の家庭教育
一

　近代以前の 中国に お ける学前教育は家庭教育が
一

般

的で あ っ た。当時 の 中国社会 で は、支配 者 は 「建国君 民 1

の 「統治人 材」を求 め るた めに 、学校教育を重 視 して い

た 。 基礎教育で ある学前教育も当然重視 して い た。多

くの 家庭教育で は 、 年長者が 「学 而優則仕」の 思想 で子

どもを教育し、それ に よ っ て そ の 後の 官僚にな る とい
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うこ と を子 どもに求 めてい tt。官僚 とな るために、中

国 独特 の 発達 し た試 験 制度（科 挙 制 度）を媒 介 に して、
一日も早 く、科挙を及第す る こ とが一

族の 願 い で．あっ L

た。

　乳幼児家庭教育の 内容は、道徳教育や生活常規の教 、

育、識字、書道、身体保健などで
〉

教尋方は 素読 ・
瞬

誦で あっ た。 ちなみ に、道徳教育で は、「一粥
一
飯，当

思来処不易，半絲半縷，恒倉物力維難」（食べ 物や物品

な ど は皆大切 に して 浪葺して は な らない ） という倹約

の 美徳め点 が示 され て い て ：興味深い 。生活常規の 教

育で は 、

』
日常生活 の 礼儀、言葉遣い 、衛生 習慣 の 養 成

が あっ た 。 身体保健 に つ い て 、 疾病に 対 する抵抗力を

高める ため に； 当時多
’
〈
’
の 漢方学者は 乳幼児が満腹 し

すぎる こ とと服 を着すぎ る こ とに 反対していた 。 また 、

．

乳幼児の 身体を鍛える ために、子 どもが好きな活動 で

あ る遊戯や 遊 び を重 要 な 方 法 ど して 重 視 して い た。
・

　
’
とこ ろで、胎教 は 中国で 始ま っ た と され て い る。唐

の 医学者で ある孫思遨（581？〜682）は、先人の 胎教理論

と自分 の 臨床経験を
1
もとに、．「外象内感」とい う当時 の

胎教の 基本観点を提起 して い た。それは、妊娠 した女

性が外部 の 物 の映像 に よ っ て 直接胎児 に影響 を 与 え る

とい う意味で あ る 。 明の 時代以後、妊婦の 精神修養や

飲食 の 調整なども加 え た。　 ．

　そ して 、中国では、「光耀門楯」（出世 して 祖卑の 名 を

高 め る ）とい う言 葉がある。個人の 光栄と家庭 の 栄耀 が　バ　　　　　　　　　　　　　，
結び付 い て い る。

一
族は 子 ど もを 自分 の 私 有財産 と し、

富景栄達 を得歪ため に、最も早吟時期p彎育 と して 胎

融か ら始砥 子 どもを勉学する 子 へ と知識人信願っ て

い た。

3 ．すべ て の 子 ど もに公教育を　　
’

　　　 一
康有為 の 学前公 教育思 想 一

　 ア ヘ ン戦争以 降、中国は封建社会か らぐそれぞれ各

帝国主義国の 「勢力範囲 」と して 「分割1され、半植民地

・半封建社会になっ た。　　　　　　　　　　
1

　 帝国主義勢力 の 侵 入 に 当 面 し、そ こ か ら引き起 こ さ

れ る 大衆 の 不満 と、切迫 した危機感は地主 階級あ るい

は知識人などの 旧支配集団内部に も政治的、教育的自

覚 を 呼び起 こ した。対策の ひ とつ は 海外 に留学生 を 派

遣す る．こ と、他の ひ とつ は 人材養成方策の 転換 と資本

主 義 国 家に 手 本 を も とめ た 学制改革で あ っ た。

　 乳 幼 児保 育界 で こ の 時期の 議論の 中核的な テー
マ は、

就学前 の 家庭 教育 を批判 し、．家庭外教育 として の 就 学

前教育機 関 の 設 立 を主張するもQ で あっ た。代表的な

人物 は 変法運動 の 指導者康有為（1858〜1927）及 び 彼

の 弟子 梁啓超（1873・； 1929）で ある。康有為の 思想的政

．治的理想を描い た 書物 『大同書』で は、妊娠分娩 に始

まり大学卒業まで を公教育の 領域 と して、新 た なユ
ー

トピア を構想 したので ある。また梁啓超 は 『教育政策

私議』に お い て 、日本の 学校制度を紹介すると と もに、

幼稚園 を設立して 5歳以 下の 子 ど も を二 年 間 教育す る

よう述べ て い る。

　 『大同 書』の 己部 「去家界為 天 民 」で は、次の ように

書い て い る。まず、家族制度が あるだめ に、家族中心

の 私 的欲 求が 様 々 な禍 を もた ら し、太平 世 の 実現を阻

ん で い る。そ こ で 家族制度を廃止 し
．
、生 育

L
教養

・老

病
r
・苦死の すべ て を公営め 施設 に よっ 七行 う。

　 すべ て の 子 どもの 扶養並び に教育 は、女性が妊娠 し

た 後人本院に入院し、胎教を行 う。子 ど もが 生 まれ た．

後、育嬰院 で 育て 、三 歳 に な っ た ら、公 立懷幼院に入

院 し、．満 6 歳 に なっ た ら蒙学院 に入 学す る。
ー
さら

．
に 、

子 どもは 小学院、中学院、大学院 とい う教育機関 に委

ねちれ る。それぞれの 教育施設 で設置場所や人員等は

で きる限 りの好条件が求め られてい た轂
・
　　　 ，

　 とこ ろで 、『大同 書』で は、胎教 を重視 して、胎教 を

実施す るた め に、康有為 は木本院 の 環境，建築、設備 、

医療、衛生、保健、教育、サ
ービス など 40 力条以上

の 要求 を提案して い た 。 なか でも胎教 の 環境 に つ い て、

人本院は熱くもな く寒 くもな V ）地 方 で、泉 に め ぐまれ

た 広 い 平原 を選ぶ。妊婦 の見 る 絵や読む本な ど に も注

意 し、妊婦 が 絶 えず音楽 を聞 く こ とが で き る よ うに す

る、な どにつ い て 書か れ てい た 。

　康有為 らの 変法運動は失敗に終 り、彼 らの 学前教育

の 構想は 実現 しなか っ た。

お わ りに

　中国 に は、「三 歳到 老」とい う諺が あ る 。
こ れ は三 歳の

性根は 老 人 ま で 続 くとい う意味であ島 「孺子室 ］で は 、

前述の ように古代王宮貴族が早教育 を重視するこ とを

読み 取 る こ とが で きる。科挙制度の 時では、・6 歳以下

の 子 ど もを対 象 と した 「童子試 」が実際 に存在 して い た 。

康有為 の 理想 で あっ た 大同思想 も、
−
中国古代お よび 伝

統的な胎教を受け継 ぐと同時 に、西洋 の 思想を受け入

れ てい た。ま た康有為 は子 ど．もが 平 等 で あ．り、すべ て

の 子 ど もに公 的教育 を受 け る こ と を 主張 した 。 しか し、

前 述 の よ．う．に 当時 これ らの 考 え方 は政府には受 け 入 れ

られ な か っ た。　　　　　　 ．、，　 ，
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